


な
つ
か
し
い
ふ
る
き
と
の
道
を
歩

き
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
、

郷
土
の
歴
史
や
先
人
の
生
活
の
足
跡

を
振
り
返

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
朝
日
ふ
る
さ
と
歩
道
」
は
、
宮
田

山
・
新
潟
県
境
の
朝
日
町
の
丘
陵
地

帯
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、

も
と
も
と
炭
焼
き
や
下
刈
り
の
山
道

そ
し
て
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
も
の
を
、
県
と
町
が
県
民

の
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
歩
道
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
す
。
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〈み
ど
こ
ろ
〉

照
葉
樹
の
原
生
林
鹿
島
樹
叢
、
縄

文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の
宮
崎

遺
跡
群
、
十
二
世
紀
か
ら
の
要
地
宮

崎
城
祉
、
激
し
い
地
殻
変
動
の
根
跡

を
示
す
数
々
の
地
形
、
地
質
な
ど
、

み
ど
こ
ろ
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん
。

〈た
の
し
み
〉

海
と
山
、
両
方
を
備
え
て
い
ま
す

か
ら
、
台
地
か
ら
雄
大
な
眺
望
が
楽

し
め
ま
す
。
そ
し
て
、
お
昼
は
宮
崎

海
浜
名
物
の
「
タ
ラ
汁
L

な
ど
い
か

が
で
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の
み

な
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
た
写

真
と
原
稿
を
お
ま
ち
し
で
い
ま
す
。

ふ
る

つ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

鹿島樹叢を歩くハイ力ーたち

-
送
付
先
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司
宮
崎
城
祉
か
ら
の
展
望

一
番
七
号

ふ
る
さ
と
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
L

係

県
広
報
課

「あ
な
た
の

野
鳥
を
愛
し
て
五
十
年

烏
獣
救
護
の
会
の
富
樫
義
明
さ
ん
(
上
市
町
)

コース案内図

上
市
町
若
杉
に
あ
る
富
樫
さ
ん
の
家
は
、
ま
る
で
野

生
の
鳥
や
獣
の
病
院
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
県
内
各
地

か
ら
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
鳥
獣
が
運
ぴ
こ

ま
れ
ま
す
。
去
年

一
年
間
に
富
樫
さ
ん
の
所
に
来
た
「
患

者
L

は
、
約
二
百
個
体
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
元
気
に
な

っ
て
、
再
び
野
や
山
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
も
富
樫
さ
ん
は
、
お
医
者
様
で
も
獣
医
き
ん
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
少
年
の
口
の
自
由
に
空
を
飛
ぶ
烏
へ
の

あ
こ
が
れ
が
、
い
つ
し
か
そ
の
命
を
守
る
活
動
に
結
び
つ

き
ま
し
た
。
富
樫
さ
ん
は
独
学
で
動
物
の
手
当
て
を
学
ぴ
、

三
十
数
年
も
の
問
、
野
生
の
鳥
獣
を
救
っ
て
き
ま
し
た
。

傷
つ
い
た
り
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
動
物
を
い
や
す

ひ

げ

つ

秘
訣
は
、
き
れ
い
な
水
と
栄
養
価
の
高
い
エ
サ
、
そ
し

て
思
い
や
り
だ
と
富
樫
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

q 

私
た
ち
人
間
は
、
私
た
ち
の
都
合
で
野
生
動
物
の
生

活
の
場
を
奪
っ
て
き
ま
し
た
。

「
生
命
の
重
さ
に
お
い

て
は
、
動
物
も
人
間
も
同
等
で
あ
る
。」
と
は
、
富
樫
さ

ん
の
お
も
い
で
す
。

今
年
も
五
月
十
日
か
ら
愛
鳥
週
間
で
す
。
富
山
県
は

二
百
八
十
種
以
上
の
野
鳥
が
す
む
野
鳥
の
宝
庫
で
す
。

ツ
バ

メ
も
巣
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

ん
か
。

あ
な
た
も
身
近
か
な
野
鳥
と
言
葉
を
交
し
て
み
ま
せ



司色、

w、

べ

旧
同
凶
回
開

四
月
二
十
五
日
、
昨
年
に
引
き
続

き
H

い
い
人
い
い
味
い
き
い
き
富
山

を
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ッ
チ
フ
レ
ー
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に
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き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

期
間
は
、
九
月
二
十
川
日
ま
で
の

五
ヵ
月
間
。
こ
の
間
、
百
五
十
種
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
本
県
へ
の

観
光
客
の
増
大
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。
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四
月
二
十
四
日
、
県
庁
前
公
園
で

行
わ
れ
た
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
l
・
県
内
の
ミ
ス
大
集
合
」
で
は
、

県
内
各
地
で
選
ば
れ
た
か
わ
い
い
ミ

ス
た
ち
が
集
ま
り
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
幕
開
け
を
宣
言
し
ま
し
た
。

な
お
、
期
間
中
の
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン

卜
は
次
の
と
お
り
。

①
獅
子
舞
大
競
演
会

五
月

4
H
(土
)

高
岡
市
体
育
館

及
び
高
岡
市
中
央
地
区
商
府
街

県
内
の
代
表
的
な
獅
子
舞
を

一
堂

に
集
め
、
華
麗
に
競
演
。

②. 
六 観
月 光
}¥. と
日 物

全警
1 つ
十 り
日

日

宮
田

山
産
業
展
示
館

特
版
物
と
山
海
の
味
覚
等
富
山
の

魅
力
を
集
め
て
い
き
い
き
祭
り
。

③
ふ
る
さ
と
民
謡
民
舞
ま
つ
り

七
月
八

H
(口
)

黒
部
市
民
会
館

郷
土
色
豊
か
な
民
謡
と
踊
り
を

一

金
に
集
め
た
祭
典
。

④
利
賀
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル
別

七
月
二
八

H
(土
)1
八
月
十
二
日

利
賀
村

世
界
演
劇
祭
、
ふ
る
さ
と
芸
能
祭

等
、
世
界
の
利
賀
の
ま
つ
り
。

日

3 

⑤
郷
土
芸
能
の
祭
典

九
月

日

日

富
山
県
民
会
館

富
山
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
郷
土
芸
能

と
ふ
る
さ
と
の
伝
承
を

一
堂
に
集

-
詳
し
く
は

県
観
光
物
産
課
内

い
き
い
き
富

山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
協
議

ム
五
へ

。

合

O
七
六
四
(
三
一

)
四



j、
卜

ロ
の
訪
れ

宣量
乍r

ル

を
発

威
力

層圏園田
電事

最新の装備で取締リの能力も一段とアップ

書量

を
9・-1:1 
げ

る
花
時
計

繁験終

揮ー
漁
業
取
締
船

「
つ
る
ぎ
」
完
成
|

去
る
四
月
十
七
日
、
新
湊
漁
港
で

漁
業
取
締
船
「
つ
る
ぎ
」

の
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
つ
る
ぎ
」
は
現
在
ま
で
活
躍
し

て
き
た

「
剣
山
丸
」
が
老
朽
化
し
た

fこ
め

そ
れ
に
代
る
船
と
し
て
県
が

建
造
し
た
も
の
で
す
。

「
つ
る
ぎ
」
は
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ

4 

ク
製
の
滑
走
型
高
速
艇
で

長
さ

0
・
五
日

七
百
馬
力
の
デ
ィ

l
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン

二
基
を
備
え
、
最
高
速

力
二
十
六
ノ
ッ
ト

平
均
速
度
二
十

一
ノ
ッ
ト
で
、
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス

気
象
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
音
響
測
深
機

無
線
方
位
測
定
機
な
ど
最
新
の
機
器

も
満
載
。

」
の
「
つ
る
ぎ
L

は

新
湊
漁
港
を

基
地
に
富
山
湾

一
帯
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
密
漁
な
ど
を
監
視
、
漁
業
取
締

り
に
「
銅
山
丸
L

よ
り

一
層
威
力
を
発

揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す。

スイッチを入れる中村さん

冬
の
間
休
止
し
て
い
た
県
庁
前
公

園
の
花
時
計
が
、
春
の
訪
れ
と
と
も

に
装
い
も
新
た
に
、
四
月
七
日
正
午

再
ぴ
時
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

今
回
の
文
字
盤
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

県
民
か
ら
募
集
し
た
作
品
の
中
か
ら

最
優
秀
に
選
ば
れ
た
、
小
杉
町
太
閤

山
の
中
村
篤
子
さ
ん
の
作
品
。
県
の

マ
ー
ク
を
形
ど
っ
た
薄
紫
の
地
の
中

に
大
き
な
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
。

5 

カ
ラ
ー
で
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残

念
で
す
。
使
つ
で
あ
る
花
は
、
パ
ン

ジ
ー
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
す
。

チ
ャ
イ
ム
の
回
数
も
増
え
て
、
午

前
八
時
、
十
時
、
正
午
、
午
後
三
時、

五
時
の
五
回
。
午
後
三
時
の
チ
ャ
イ

ム
は
、
富
山
出
身
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ

l
演
奏
家
滝
沢
卓
氏
の
作
曲
に
よ
る

「
有
磯
の
海
と
空
」
で
す
。

花
時
計
は
、
季
節
に
応
じ
て
デ
ザ

イ
ン
を
変
え
な
が
ら
、
ロ
月
ま
で
稼

動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
四
日
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
が
、

国
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
は
、
富
山
市
、
高
岡
市
、
八
尾
町
、
婦
中
町
、

小
杉
町
、
大
門
町
の
六
市
町
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
対
象

区
域
の
み
な
ら
ず
、
富
山
県
全
体
の
新
し
い
産
業
や
技
術
を
発
展
さ
せ
、

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
め
ざ
す
新
世
紀
富
山
の
原
動
力
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
は
、

県
を
は
じ
め
関
係
市
町
村
、

産
業
界
、
学
界
等

県
内
各
層
の
合
意
の
も
と
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
開
発
計
画
が
承
認
さ
れ

た
い
ま
、

私
た
ち
は
一
体
と
な
っ
て
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
け
て
、
そ
の
実
現
に
前
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
に
聞
か
れ
た

新
都
市
づ
く
り

富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
の
目
標

は
、
豊
か
な
美
し
い
自
然
環
境
と
、

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き

た
産
業
、
文
化
環
境
を
生
か
し
な
が

ら
、
世
界
に
聞
か
れ
た
、

二
十

一
世

紀
を
め
ざ
す
、
技
術
集
積
都
市
テ
ク

B 

ノ
ポ
リ
ス
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
先

端
技
術
を
中
核
と
し
て
、
産
業
、
学

術
、
文
化
が

一
体
と
な
っ
て
創
造
性

豊
か
な
国
際
的
な
産
業
活
動

文
化

活
動
の
空
間
を
形
成
し
て
い
く
も
の

で
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を

生
か
し
な
が
ら

富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
心
と
な

る
高
度
技
術
産
業
は
メ
カ
ト
ロ

ダ
ス
ト
リ
ー
な
ど
で
す
。
こ
れ
は

か
な
ら
ず
し
も
全
く
新
し
い
企
業
を

導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
海
側
随

一
と
い
わ
れ
る

既
存
の
工
業
集
積
を
着
実
に
伸
ば
し

な
が
ら
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
産
学

官
の
協
力
に
よ
っ
て
新
し
い
産
業
づ

く
り
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
世
紀
へ
の

建
設
プ

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
の
ソ
フ
ト
面

で
の
推
進
機
関
と
し
て
、
(
財
)
富
山

技
術
開
発
財
団
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ピ
ジ

ネ
ス
(
研
究
開
発
型
中
小
企
業
)
の

育
成
、
研
修
指
導
、
人
材
確
保
、
調

査
、
広
報
な
ど
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
実

現
の
中
枢
機
能
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

さ
ら
に
高
度
技
術
産
業
で
必
要
な

人
材
の
養
成
、
新
技
術
の
研
究
開
発

を
進
め
る
学
術
研
究
機
関
の
整
備
も

必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
国
立
高
岡

短
期
大
学
の
開
学
を
は
じ
め
、
既
存

の
大
学
や
公
的
研
究
機
関
の
整
備
、

拡
充
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ク
ス

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
l
、
新
素
材

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
、
バ
イ
オ

・
イ
ン

-
富
山
県
に
は
す
で
に
、
医
薬
品
、

非
鉄
金
属
、
機
械
工
業
を
は
じ
め
と

し
て
、
す
ぐ
れ
た
産
業
や
技
術
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
基
盤
に
、

学
術
研
究
機
関
と
の
共
同
に
よ

っ
て

新
し
い
創
造
的
な
活
動
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ロ
グ
ラ
ム

ま
た
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
進
ん

で
い
ま
す
。
空
港
、
高
速
道
路
、
新

幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
の
整
備
、

フ

富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
な
ど
工
業

用
地
の
開
発
、
豊
か
で
文
化
的
な
居

住
空
間
の
整
備
な
ど
、
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
開
発
の
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
計
画
は
、
産
業
づ
く
り
だ
け
の
プ

ラ
ン
で
は
な
く
、

二
十

一
世
紀
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
大
き
く
推
進
す
る

ピ
ッ
ク

0

フ
ラ
ン
で
す
。

私
た
ち
県
民
み
ん
な
の
英
知
と
力

で
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。



ボランティアセンター)

・新たに、年聞を通じて継続的

にボランティア活動をされる

方に対して、 「富山県ボラン

ティア基金」の収益金による

保険料の一部助成(100円)

の制度もできましたので、窓

口でご相談ください。

ボランティア保険に

加入しましょうダ
-ボランティ戸保険とは

ボランティアとは、 「自ら進ん

で、自分たちの住んでいる社会を

より良くするために、物や報酬を

目的としないで活動する人」のこ

とです。富山県でも、ボランティ

アに対する関心と理解が年々高ま

ってきており、積極的にボランテ

イア活動をする人々が増えてきて

います。

ボランティア保険は、こうした

活動を保障し、これに加入するこ

とによって活動中の万一の事故に

備え、安心してより 一層ボランテ

イア活動に取り組んでいただける

よう、創設されたものです。

近年、ボランティア活動が活発

に展開されるに伴い、全問的に活

動中の事故も多発し、その補償を

めぐるトラブルも発生してきてい

ます。

県内では幸い今までのところ、

大きな事故は発生していませんが

今後ボランティアの方々に安心し

て活動に取り組んでいただけるよ

う、万ーに備えてボランティア保

険に積極的に加入されることをお

すすめします。

-ボランティア保険の内容

この保険は、加入したボランテ

h
p
 

場

ン
の

ヨ

動

シ

活
一

ア

額

レ
ィ

2

ク
一
7

容
一玉

川

ノ

、

ノ

一

ゴ

品

い
ラ

均

一
;

し

ポ

I
一
支

楽

も

の

一

償一補
一 対象になる場合 具体的な例

ケガのため事故の日から 1801::1以内に不

傷|本
死 亡 500万円

幸にしてなくなった場合

人 ケガのため事故の日から 180日以内に身
害| 後遺障害 500万円

体の一部を失ったり 、その機能に重大な
(限度額)

障害が永久に残った場合

事|医 療

通院 1日 1，500円

険|故| ケガのため通院又は入院して医師の治療
(90日限度)

を受けた場合
入院 1日 3，000円

(180日限度)

o加入者がボランティア活動中事故によ

り、不幸にして死亡したとき

o病院でボランテイア活動中、階段で足

を踏み外してケガをしたとき

o児童のハイキング引卒中、加入者が車

にはねられたとき

o老人ホームなどで活動中、ガラスで傷

をおった場合など

ふ
叶
J賠

1 名 5，000万円

(限度額)

駅の階段もボランティアの力で上がれます

イアが活動中にケガをした場合な

どの「傷害保険」と、第三者の身

体又は財産に損害を与えた場合の

見舞金などの賠償を行う「賠償責

任保険」とを組み合わせたもので

す。

-保険の加入方法など

ボランティア活動に参加する方

々を加入の対象者としていますが

①無給活動であること

②自助活動でないこと

9 

人
が条件となっています。なお、ボ

ランティア推進機関や同体の役職

員も対象になります口

・保険期間

毎年 4月 1~I から翌年の 3 月

31日までの 1年間

・保険料

年間 300円。 1年を通じ、ど

の時期に加入されても 300円

となります。

・加入申込の窓口

市町村社会福祉協議会(市町

償
。コ

責|事

任 s 古
l事故 l億円

(限度額)

険日

第三者の身体に損害を与え法律 I二の賠償

責任を負った場合

(矧の白に知性し)

た場合は]事故を適用します。/

。加入者が子どものサイクリング行事の

引卒中、指導 ミスにより子どもが転倒

して不幸にも死亡したとき

oボランティア活動中、監督または作業

上のミスで病人 ・老人等にケガを負わ

せたとき

o福祉施設のボランテイア活動中誤って

子どもを倒してケガを負わせたとき

1事故 300万円
第一〈者の財物に損害をうえ、法律 |二の賠

償責任をれった場合

o子供会の指導中、誤って民家のガラス

をわったとき

'-

*ただし、本人の事故に対する医療給付の対象となる治療日数は、平常の生活や仕事にさしっかえのな

い程度に治ったけまでのもので、いかなる場合も被害の日から通院は史具、入院はぷ見具が限度とな

ります。

食健康保険 ・生命保険などに関係なく保険金が支払われます。

*対人の事故 ・対物事故は、いずれも免責(自己負担) 1司 000円です。

B 



問

間

主?

お
-59年度地方税法改正のあらまし-

税
制
度
は
、
負
担
の
適
正
公
平
化

を
図
る
た
め
、
所
得
や
物
価
の
変
動

な
ど
社
会
情
勢
を
い
ろ
い
ろ
考
慮
し

て
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
個
人
住
民
税

の
本
格
減
税
の
実
施
に
よ
っ
て
個
人

の
税
負
担
の
軽
減
が
な
さ
れ
た
一
方
、

最
近
の
厳
し
い
地
方
財
政
の
実
情
か

ら
税
制
全
体
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

法
人
住
民
税
や
自
動
車
税
の
引
上
げ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

H

個
人
住
民
税
の
負
担
軽
減
H

個
人
住
民
税
は
、
地
域
社
会
の
費

用
を
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応

じ
て
広
く
負
担
を
分
か
ち
あ
う
と
い

う
税
で
す
。
国
税
の
中
心
で
あ
る
所

得
税
と
と
も
に
、
個
人
の
所
得
に
直

接
負
担
を
求
め
る
税
と
し
て
、
負
担

の
急
激
な
増
加
や
ゆ
が
み
を
生
じ
な

い
よ
う
、
社
会
経
済
の
変
化
に
応
じ

て
適
宜
そ
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
改
正
で
、
最
近
の
国
民
生

法人住民税の新しい均等割額
(59年4月1日から施行)

法人等の区分
市町村民税 県民税

資本金等 従業者数

50人超 300万円

50億円超 75万円
50人以下 40万円

50億円以下 50人超 175万円

50万円
10億円超 50人以下 40万円

10億円以下 50人超 40万円

10万円

1 億円超 50人以下 15万円

l 億円以下 50人超 15万円

3万円

1千万円超 50人以下 12万円

50人超 12万円

1千万円以下 1万円

50人以下 4万円企税金は公共の目的のために使われています

密

〈診

切

思

tク

活
水
準
の
推
移
、
住
民
負
担
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
て
、
昭
和
五
十
五
年

以
来
据
え
置
か
れ
て
い
る
基
礎
控
除

等
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
大
幅
な
減
税

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

個人住民税改正概要

， .基礎控除等の引き上げ‘(各年度 4月1日から施行)

~I改正前 改正後

(昭和59年度)I (吋60程度)

-基礎控除、配偶者控除、扶養控除 22万円 25万3千円 26万円

-老人配偶者控除、老人扶養控除 23万円 26万3千円 27万円

-同居特別障害者扶養(配偶者)控除 25万円 29万3千円 30万円

-同居老親等扶養控除 26万円 30万3千円 31万円

負
担
の
均
等
割
と
か
あ
り
ま
す
が
、

今
回
、
均
等
割
の
見
直
し
が
な
き
れ

ま
し
た
。

2 .特別な人的控除の引 き上げ‘ (59年 4月 1日から施行)

一一一一一一一一一一 改正前 改正後

-障害者控除、老年者控除、寡婦(寡夫)
21万円 247J円

控除、勤労学生控除

-特別障害者控除 237J円 26万円

3 .障害者等の非課税限度額の引き上げ、

H

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
改
正
H

五
十
四
年
度
以
降
据
置
か
れ
て
い

た
自
動
車
税
等
で
す
が
、
所
得
、
物

価
等
の
推
移
、
自
動
車
価
格
に
占
め

均
等
割
は
、
地
域
社
会
の
費
用
を

そ
の
構
成
員
で
あ
る
法
人
に
も
負
担

し
て
も
ら
う
税
で
す
。
今
回
の
改
正

る
税
負
担
割
合
の
低
下
な
ど
を
考
慮

し
て
、
自
動
車
税
で
は
十
五
パ

l
セ

で
は
、
地
域
社
会
で
の
受
益
関
係
や

赤
字
申
告
法
人
の
税
負
担
が
相
対
的

に
少
な
い
と
い
っ
た
点
を
考
慮
し
て

税
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ン
ト
程
度
、
軽
自
動
車
税
で
は
一

O

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
税
率
が
引
上
げ
ら

自 動 車 税(県 税) 改正前 (59年改4月 1正日か後ら施行)

四輪以上の小型自動車

営業用 総排気量 1R， 以下 7，000円 7，500円

同1p_超1.5 R， 以下 8，000円 8，500円

同1.5 p_超 9，000円 9，500円

自家用 総排気量 1R， 以下 25，500円 29，500円

同1p_超1.5 R， 以下 30，000円 34，500円

同1.51!超 34，500円 39，500円

トラ yク

営業用積載量 4t超5t以下 17，500円 18，500円

自家用 22，000円 25，500円

れ
ま
し
た
。

な
お
、
営
業
用
自
動
車
に
つ
い
て

軽自動車 税(市町村税) 改正前 (59年改4月 1正日か後ら施行)

原動機付自転車

総排気量O.05f!以下又は定格出力O.6kw以下 700円 1，000円

軽自動車及ぴ小型特殊自動車

二輪のもの 2，200円 2，400円

四輪以上 乗用営業用 5，200円 5，500円

自家用 6，500円 7，200円

貨物用営業用 2，900円 3，000円

自家用 3，650円 4，000円

h
b
 

内法
人
住
民
税
均
等
割
の
見
直
し
H

法
人
住
民
税
に
は
、
そ
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
と
、
定
率

障害者、未成年者、老年者及び寡婦の非課税の範囲が、所得合計

で80万円から 100万円に引き上げられました。

4.低所得者に対する非課税限度額の引き上げ、

所得割の非課税措置が昭和59年度も引き続き採用されるとともに

三五29万円×

(野間)
市町村民税所得割の税率の一部見直しなどの改正が行わ

/控除配偶者または L 
9万円I::=::~: :"..:-._-'，~ ~ ) 

l扶養親族があるとき/

本人、控除配偶者 l

扶養親族の合計数 1

10  

その基準が次のとおり引き上げられました。

5 . そのイ也、

れました。

は
、
輸
送
手
段
と
し
て
の
社
会
的
役

割
を
考
慮
し
て
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
の
引
上
げ
に
と
ど
め
ら
れ
ま
し
た
。

行を所い放し だく 証と る納税証書明 だ事務所寄り ま おうも 自
つ義変で名更 方たはたたま きー必要とき おないき の納だ みなき

の、い緒 、。の め納

月5納期の 車税動てださ〈 すぐ、 納税知書通に すで 。 保管にし ですか は、 のそ 窓口 機議関たま ていな めに んは

い 廃車手続ゃき に 動車手に自を 車検受けを 際すお渡るし 納で入し い なましり 動車税自を 31は
。 務運事陸 が届 いててお 車検ら、 て〈 県税は 方最は、 かた 日

1 1 
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置
県
百
年
を
記
念
し
て
、

プ
ン
し
た
県
民
公

昨
年
の
七
月
に
オ
l

流水プーjレでは夏は水泳、春秋はUFOポートが楽しめます

園
太
閤
山
ラ
ン
ド
。

お
待
ち
し
て
い

さ
ら
に
楽
し
さ
を
加
え
、

み
な
さ
ん
の
来
園
を

ま

す
H
H

一

1 4  

月
か
ら
営
業
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
新
世
紀
博
の
会
場
と

な
っ
た

一
帯
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ゾ
l

H

ス
カ
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
H

一
周
囲

百
六
十
日
の
空
中
モ
ノ
レ
ー
ル
式
自

ン
と
し
て
、
着
々
と
整
備
が
進
め
ら

転
車
コ

l
ス
。

れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
「
フ

ァ
ミ
リ

H

ト
リ
ム
コ

l
ス
J

五
十
三
ポ
イ
ン

ー
ス
ポ
ー
ツ
・
プ
ラ
ザ
」
が
今
年

卜、

三
コ
l
ス
、
体
力
に
合
せ
て
コ

月
に
開
館
し
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し

ー
ス
が
選
べ
ま
す
。

め
る
体
育
館
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん

H
U
F
Oボ
ー
ト
と
バ

ッ
テ
リ
ー
・
カ

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
H
0ア
ー
ル
ひ
ろ
ば
で
、
春
、
秋
に
楽

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
・
プ
一
フ
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置
県
百
年
モ
二
ユ
メ
ン
ト

「
百
年
の
泉
」

一般 ・高校生・ヨ00円(240円)

小・中学生・・…・100円(80円)

一般・高校生............300円

小・中学生・・…….......100円

乗用車一……・・・……・・ 300円

大型(11人乗り 以上)・500円

-休園日

毎週火曜日および年末年始(12月 29 日 ~ 1月 3 日)

7/1 ~ 8/31はイ木固なし。

ス

スカイプロムナード

コム1) ト

-開園時間

午前 9時~午後 5時(6時)

( )は 7/1~ 8/31の期間

・利用料金 ( )は団体(25人以上の場合)

プールひろば‘ 一般………1，000円(800円)

高校生………700円(560円)

小・中学生….300円(240円)

幼児…………・100円(80円)

コインロ ッカー1回一.200円

l回......................100円

利用のご案内

場車E主
スカイプロムナード企とっても快適

バッテリーカー

スポーツ用具

品 名 数量 単手~旦歪金額 品 名 数量 阜 軍l、用 3つ歪金一 鯖

卓 球 台(お卜を) 1セット 1時間 100 手事 重h 式 黒 板 1台 2時間 100 

バドミントンネット 1セット 2時間 200 口一フスケー卜(0弘法安) 1足 1時間 200 

バレ ーポ ー jレネ ッ ト 1セット 2時間 300 歩くスキーほど22gむ)1セット 2時間 300 

バレーボ jレ 1個 2時間 100 野 球 ぺ ス 1セット 2時間 100 

バスケットボ ー jレ 1個 2時間 100 野 1求 ネ 、ソ ト 1セット 2時間 100 

ドッチポール 1個 2時間 100 野球スコアボード 1Bコ 2時間 100 

サ ッカーポール 1個 2時間 100 綱 ヨ| 1本 1日1回 300 

~ ー『、 ア ス 1セット 1時間 100 ゲートポール 1セット 2時間 200 

フリーアース 1セット 1時間 100 ァ ン ト (群8寝袋たみ) 1セット 1日1回 1，000 

リングテニス 1セット 1時間 100 テニスネ ツ 卜 1セット 2時間 600 

輪 投 lず 1セット 1時間 100 

プラザ、スポーツ広場及び野外劇場を占用する場合は、使用料がいります。

-小杉駅南口発(太閤山循環線)

8 :40、 9:30、10:20、11:00、12:15、13:35、

14: 10、14:50、15:20、16:00、16:35

約10分太閤山ランド前下車

ただし、ファミリ_.スポーツ

・交通機関(富山地鉄パス)

・富山駅前発(花の木経由太閤山ランド線)

8 : 15、 8:45、 9: 15、10:15、11:15、12:15、

l3: 15、14:15、15:15、15:45、16:45

約40分太閤山ランド下車

ムは日曜のみ運行
ザ
周
辺
に
は
、
野
外
劇
場
・
大
噴
水
・

新
世
紀
博
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
が
芝

生
と
水
辺
の
聞
に
点
在
し
、
憩
い
の

広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

揚
泊
施
一
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院
庇
院
配
0
0路
路
院
院
路
括
僻
路
路
間
配
括
局
招
唱
。
mmo
沼
箔
唱
者
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招
箔
唱
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樹
咽
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開
閉
脳
開
閉
酬
燭
悌
園
開
m
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醐
開
揃
瞬
間山弱
m泊
m
℃
岩
沼
巾
初
白
仙
沼
滋

m
加
括
局
箔
沼
泊
沼
却
現
泊
明
ノ
日
頑
強
抱
強
湖
雄
理
問
。
門
泊
施
路
局
弱
m
泊
施
沼
地

新
世
紀
博
の
メ
イ
ン
会
場
跡
地
は
こ
の
ほ
か
、
今
年
中
に
は
テ
ニ
ス

多
目
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
と
し
て
コ

l
ト
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
・
コ
ー
ナ

整
備
が
完
了
、
四
月
二
十
八
日
か
ら

使
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
多
目
的
ひ
ろ
ば
L

二

・
七

ヘ
ク
タ

ー
ル
、
野
球
場

一
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
二
面
が
と
れ
る
広
さ
。
周
囲
に

は
一
周
六
百
五
十
灯
の
ロ
ー
ラ
ー

-

ス
ケ
ー
ト
兼
ジ
ョ
ギ
ン
グ

・
コ
ー
ス

が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
・
プ
ラ
ザ
で
は
、

ラ
l
・
ス
ケ
ー
ト
用
具
を
貸
出
し
て

い
ま
す
。サイクリング春の集(} 

公園周辺

突通マ、ソプ

ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
バ
ー
ド

・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

・
コ

ー
ス
等
を
整
備
し
て
、

一
層
親
し
み

ゃ
す
い
公
園
に
な
る
予
定
で
す
。

太
閤
山
ラ
ン
ド
で
は
、
ト
リ
ム
大

会
、
歩
く
ス
キ
l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
、
季
節
に
応
じ
た
各
種
の
行
事

も
企
画
し
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な

で
参
加
し
て
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り

が
で
き
ま
す
。

ロ
ー

を身体一杯に浴ぴましょう 。

5月初日(日)、太閤山ランドで

「サイクリング春の集い」を催し

ます。

自転車に乗れるアナ夕、参加し

ませんか。

参加料など詳しいことは、太閤

山ランドへお問い合わせくださし、。

880台
400台

至高山

駐車場案内
Pl第 1駐車場

P2第 2駐車場

qフ

-お問い合せは

県民公園太閤山ランド管理センターへ
TEL (766)56-6116(代)56-6001 (プール)

干939-03 富山県射水郡小杉町黒河



昭
和
日
年
か
ら
の
地
価
の

上
昇
率
の
動
き
(
県
平
均
)

上昇率(対前年比)

園面富山県

口 全国

4.7 4.7 

9.6 
r-

8.5 

10.0 

5.2 

10% 

5%  

今年 も地価の上昇率が鈍化して

きています。

宅地の取引きなどをするときは、

最寄りの地価公示、または地価調

査の価格を参考にしてください。

なお、地価公示等の詳しい内容

については、各市町村の窓口で関

係書類をみることができますので

ご利用ください。

今年の地価公示価格 (昭和59年

1月 1日現在の価格)が、 4月 3

日付けで公示されました。

地価公示は、一般の土地取引の

目安としていただくため、 毎年 1

回、調査地点の 1平方β当たりの

価格を国土庁が、発表するも ので

す。県内には、 156カ所の調査地

点が設けられています。

しのぶ

I，;~~:il、干;'.{}r:.¥.三J行;

昭和59年1月1日

。住居地域

3.9 :戸破字後'在1291-1

6.3 : J1破字若宵3149-4

三 ヶ ~t: ，， 1 古原3604 - 2外

宅 ヶ2699-2

戸破字神田4005-3外

三ヶ2280

.商業地域

3.8 :三ヶ字Jjl吉原3654-1 85‘500 

4.1 : +市街化調整区域内の宅地

中老回新字星丸554-8

3.4 30.000 

36.000 

59年58年

町]杉

57年

‘、
『
E
J，，
 F

t

‘
 

56年55年

39.500 

28.700 

54年

1.4: +住居地域

田中町184-1外

2.2 :中川原今:石少t易害IJ165-1タト

2.4: +商業地域

中川原字元地割537-5外

市I
 

l
 

--， 

2.9 

3.7 

2.4 

2.2 37.800 
市部{黒

.住居地域

大門字道山125-4

2.3 :二口字南野割2361-5外

4.0 :二口字道山島2600-6

.商業地域

3.3 :大門字長割178-1外 61.500 

4・市街化調整区域内の宅地

串田870

2.4 

2.6 

2.8 

2.6 

2.2 

36.800 

34.800 

36.000 

15.800 

44.200 

31.300 

31.900 

6.7 80，000 

町}門[大
3.6 

54，000 

38.500 

173.000 

45，000 

52.000 

3.0 

.住居地域

三 口市字米田1408-2外

生地神医293-1外

3.6 : +商業地域

三 口市字桜枝3206-2外

市波

2.1 :・住居地域

1.6 : Jよ上町1-13

豊問f]-2

1.5: +商業地域

中央町1-5

[砺

2.2 18，800 

14，700 

28，100 

21. 300 

3.2 

3.2 

38，700 

41，400 

24，200 

吉久3-1-13

.工業地域

伏木2-1-1

4砂市街化調整区域内の宅地

中曽根718

佐加野字屋敷1443-1外

福田六家113

佐野276-25

下麻生伸町859-146

2.2 

3.2 

3.6 

3.5 

28，400 

25.800 

20，400 

47.600 

19，900 

27，400 

4.0 :高木字中坪1148外

3.6 :花木字土田割400-2

4.3 :高島98-1

2.8 :有沢字七十苅2405-1外

水橋上桜木191-2

開発285

129，000 

102，000 

120，000 

29，800 

2.1 4.1 102，000 

3.0 

市岡

4.0 

4.1 

2.5 

2.7 

43.500 

1.3 

1.4 

3.8 

19  

11.600 

2.5 

2.6: +市街化調整区域内の宅地

加茂字太子同3628-1外

円行343

村][下

124.000 

45.100 

市j章{魚
6.5 52.000 

177‘000 15.800 

14.200 

町]

.住居地域

2.2 : ~ヒlJlí<{:八切 1551 - 3

1目 1: J(J*'[:JIIIJl343ー]

小山382-11

98，800 

151，000 

{小矢部市]

4・住居地域

城山Iflf2-42

品中 ~lf8- 22

.商業地域

石動向 12-23

島[大

3.2 196.000 

18.500 

1.7 

8.3 

1.4 

2.0 

3.6 

村]

4砂市街化調整区域内の宅地

竹内188

-r1iiilj:老il:41-1外

橋[舟

40.500 

23.800 

37.900 

33，000 

21.300 

15.300 

29.000 

4.0 

4.1 

3.4 

3.5 

3.0 

2.9 

4.1 

3.0 

2.0 

77町500

93.000 

180.000 

9.100 

35.900 

30.900 

21.200 

5.5 

3.7 

3.2 

55，500 

75.000 

58，000 

56.500 

32.000 

25.600 

42.600 

.住居地域

本iI~新聞f8- 22

釈迦堂ト9-20

.商業地域

新宿7一11

0.7 

3.5 

2.6 

オB

町}

.住居地域

i生足842-1

111品1009-6

長 ìj(字 Ill i;~4522 - 8

161. 000 

224.000 

155，000 

391.000 

677，000 

177 .000 

727.000 

3.6 

30.300 

945‘000 

233.000 

97.000 

82.000 

230，000 

245.000 
中[婦

2.3 

3.1 

.住居地域

三日曽根13-8

本町1-1-17

東明七軒2-4

.商業地域

本町3-18-10

中新湊19-2

.準工業地域

庄西町1-18-25

七美中野65-1外

.工業地域

二の丸町345

.市街化調整区域内の宅地

松木751

54町300

46.500 

17.500 

148，000 

81，800 

中島1-10-20

-1.0 下冨居1-6-40

4.4 :米川字大覚74-116外

3.6 :律新聞T6-46

4.0 :鉱山字上川原剖1-1外

4.3: .工業地域

4.2 r.赤江町2-3-15 35.000 

3.7 :・市街化調整区域内の宅地

19.900 

46，600 

39，500 

73，800 

大町5-3

3.9 :熊野町7-8

3.1 :古定塚5-58

3.5 :伏木矢田6-2

7.8 :野村382-5

2.8 :波岡90-1

4.8 :永楽町6-12

3.2 :立野字舘565-4

4.0 :駅南3-11-5

3.9 :赤祖父318-2

4.2 :木津675-3

3.3 :泉町10-40

4.3 :江尻字村前100-28

4.2 :伏木東一宮12-30

4.1 :下牧野字埋出397-5

8.5 :中1[1字木村4916-1

2.0 :戸出町4-2-2]

4.1 :・宅地見込地

出来問389

2.1 :・商業地域

3.6 :宵脇町字吉岡1003-1外

3.9 :木丸町13-11

5.4 : ]j長能岡D3外

3.3 :伏木錦町6-1

2.0 :駅南1-8-29

4.0 :ベ番目Tl5-2外

.準工業地域

内免4-6-43

千イイ町3-13

j仁}jL字村前315-5外

市湊[新
0.7 

3.6 

4.0 

1.4 

3.5 

3.4 

2.9 

4.2 

磯部町2-2-3

ft ;J;J町2-1-27

神通問T2-4-2

水橋畠等字西狭場60-1

束中野町3-8-13

清水町7-2-15

舟橋南町6-20

2.7: .宅地見込地

1.4 :新庄町字道田割3-2

2.4: .商業地域

3.7 :両町4-10

4.3 :水僑町工芸大田]"49-1外

2.8 : JI:番町4-16

4.1 :呉羽岡]字海老山7085-1外

2.7 :永米関f6-10

4.0 :五福字見付回5897-4

3.5 :太間口通り 2-1-9

2.8 :堤町通2-7-9

4.2 :大関Jこj二.Ji後割17-1外

泉町1-1-3

2.7 : l'ィilHf2-3-18

2.7 :安1J:IsJ7-14

4.0 :桜橋通り 6-11

3.9 :諏訪川原3-4-12

3.8 :佐町2-1-8

3.0 :東お瀬町字新聞T576-2

4.0: Jf!:1J1地方問f2-2-7

.準工業地域

水橋中村428-1外

3.0 :上飯野字樋向割40-3外

3.1 :八日町191-1外

円

対前年
変動率

BH和59年 1n 1 11時点

単位 l干)jメートル当たり

変動率は前年比:%

所在地及び地帯 価絡

山[富

38.600 

70，500 

58，000 

64，500 

43，500 

70，000 

48，000 

53，500 

36，000 

123，000 

71，000 

48.000 

33.900 

30.500 

74.900 

107.000 

81.000 

40‘700 

41.600 

47.000 

75.000 

48.100 

95.400 

56守000

98.800 

.住居地域0.8 12，300 

1.580.000 

49.500 

238.000 

97.000 

182，000 

110，000 

320.000 

416‘000 

新庄問j字荒町割22-]

四方両岩瀬字iI瀬156

2事島字砂出287-41

富岡町 230

呉羽町字三舛苅5102-22

五福字青山4372-2

腐川町432-3内

米田すすかけ台2-102

秋吉字困難回割100-15外

石坂字茶円2674外

町村字長峰割101-3

大関J字市右ヱ門制198-2

山本字東田割19ト31

水橋館町字紺屋作417-1

森字道木割120-195

長江新町2-6-14

弥生町1-2-11

7I<楽町 36-13

藤の本台1-43

粟島町1-14-8

新 11:回T ~ι馬場73- 5

JJ:柄'--{二IIIJjI鳥486-1

荒川字前日割48-2外

於保多田T8-3

坊!川IHJ字鳥ノ木割713-2

大泉*~ITl -2 - 23

.住居地域

22.300 

25.600 

42.500 

43.300 

73.000 

53.100 

37.700 

52.500 

44.700 

40，100 

62.500 

3.3 

2.3 

43.900 

33.100 

135.000 

市見

。住居地域

幸町20-9

窪1572一]

.商業地域

'1 1 央 ~lf3 - 4

[氷
2.5 

4.5 

3.0 

6.0 

2.1 

2.1 71.500 

103.000 

106.000 

2.9 

40.300 

20.400 

104.000 

125.000 

問中野間D-3-12 118.000 

il~' J.k中町 2-6 114.000 

下イi凹]"4-5-9 131.000 

布j頼関['j:IU]il割645-24外 90.700 

~tl\}11小泉町字平均害IJ833 - 1外1 00.00。

奥川岸町9-13 111 .000 
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栄
養
の
と
り
す
ぎ
か
ら
く
る
肥
満

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
の

成
人
病
は
、
栄
養
の
と
り
す
ぎ
と
関
係

が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
栄
養
の
と
り
す
ぎ
が
、
成

人
病
の
ご
冗
凶
ω

と
言
わ
れ
る
肥
満
に

結
び
つ
く
か
ら
で
す
。

こ
と
に
カ
ロ
リ
ー
の
と
り
す
ぎ
に
よ

る
肥
満
は
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

身
長
百
五
十
五
訪
の
人
の
標
準
的
な

体
重
は
、
約
五
十
キ
ロ
で
す
。
こ
れ
が
六

十
キ
ロ
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
人
は
い

つ
も
十
キ
ロ
の
荷
物
を
背
負
っ
て
歩
い
て

い
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
心

臓
は
、
そ
れ
だ
け
ム
リ
を
し
て
い
る
こ

タ
ケ
ノ
コ

五
月
に
な
る
と
そ
ろ
そ
ろ
、
裏
の
竹

や
ぶ
で
は
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
タ
ケ
ノ
コ

が
顔
を
出
し
て
き
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
は
、
歯
ざ
わ
り
と
風
味
が

楽
し
め
る
、

ま
さ
に
春
の
味
。
各
種
ビ

タ
ミ
ン
、
蛋
白
質
、
チ
ロ
シ
ン
を
豊
富

に

含

む

美

容

と

健

康

の

ス

タ

ミ

鴎

ナ
食
品
で
す
o

の旬まやと

で
も
こ
の
タ
ケ
ノ
コ
も
料
理

次
第
。
ま
ず
新
鮮
な
タ
ケ
ノ
コ

を
選
ぶ
こ
と
が
決
め
手
で
す
。

掘
り
た
て
は
、
え
ぐ
味
を
抜
く

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
掘
っ
て

す
ぐ
調
理
す
る
の
が
最
も
美
味

で
す
。

鮮
度
が
落
ち
る
ほ
ど
、
え
ぐ
味
が
増

し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
タ
ケ
ノ
コ
の
穂

先
を
五

・
六
セ
ン
チ
ほ
ど
斜
め
に
切
り

落
し
、
包
丁
の
刃
先
で
中
身
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
縦
に
切
り
目
を
い
れ
て
、
皮

つ
き
の
ま
ま
か
ぶ
る
く
ら
い
の
水
で
ゆ

で
ま
す
。
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
火
を

と
に
な
り
ま
す
。

肥
満
を
解
消
す
る
に

は
、
食
べ
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
と
か
、
と
り

す
ぎ
た
カ
ロ
リ
ー
を
運

動
に
よ
っ
て
消
耗
す
る

こ
と
で
す
。

特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
く
て
も
、

レ
ベ

l
タ
l
を
使
わ
な
い
で
階
段
を
上

る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
体
操
を
毎
日

時
間
を
決
め
て
行
う
と
か
、
日
頃
か
ら

で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
は
、
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の

H

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
H

で

は
、
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
原
稿
の
送
り

先
は
、干

九
三
O

富
山
市
新
総
曲
輪
一

番

七
号

富

山
県
知
事
公
室
広
報
課

H

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
H

係
ま
で

止
め
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
さ
め
た
ら

皮
を
取
っ
て
水
に
さ
ら
し
て
お
き
ま
す
。

ひ
と
つ
か
み
の
米
ぬ
か
を
入
れ
て
ゆ
で

る

(ま
た
は
米
の
と
ぎ
汁
で
ゆ
で
る
)

と
、
九
つ
ま
味
も
増
し
、
色
白
に
仕
上
が

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
今
晩
は
、
夕
ケ
ノ
ゴ

を
使
つ
て
、
サ
、
シ
ン

噌
者
煮
…
、
炊
き
込
み
ご
は
ん
な
ど
旬
の
味

を
楽
し
ま
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

時

.
4
2
0ず
D
o
〈
ゐ

井
口
村
に
新
名
所
グ

コ二

食
用
油
の
上
手
な
使
い
方

今
晩
の
お
か
ず
は
天
ぷ
ら
、
と
い
う

ご
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
で

使
う
食
用
油
は
、
大
豆
油
と
菜
種
油
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
油
は
上
手
に
使
え

ば
そ
れ
だ
け
捨
て
る
量
も
少
な
く
て
す

み
ま
す
。

新
し
い
食
用
油
で
、
最
初
か
ら
肉
や

2 0  

費
は
無
料
で
す
。競
技
は
午
前
八
時
か
ら

正
午
ま
で
で
す
が
、

一
位
か
ら
十
位
ま

で
の
方
に
は
、

豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
大
物
賞
、
ゾ
ロ
メ
賞
な
ど

特
別
賞
も
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
競
技
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

井
口
村
役
場
産
業
建
設
課

(8
0
七
六

三
|
六
四
|
二

J

二
一
)

又
は
井
口
村

商
工
会

(合
役
場
と
同
じ
)
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
の
か
ら
揚
げ
、
な
ん
て
い
う
の
は
感

心
し
ま
せ
ん
。

コ
ロ
モ
を
つ
け
た
も
の

の
方
が
油
を
い
た
め
る
度
合
は
少
な
い

の
で
、
ま
ず
、
野
菜
の
天
ぷ
ら
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
次
に
魚
や
肉
の

フ
ラ
イ
、
そ
れ
か
ら
か
ら
揚
げ
と
い
っ

た
順
序
で
揚
げ
る
と
そ
れ
だ
け
効
率
が

よ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
揚
げ
物
に
使

っ
た
油
を
野
菜
い

た
め
な
ど
に
使
え
ば
、
捨
て
る
量
も
少

な
く
な
っ
て
、
廃
油
処
理
の
手
間
も
か

な
り
省
け
ま
す
。

た
だ
、
古
く
な
っ
て
酸
化
し
た
油

は
健
康
に
悪
い
の
で
、
数
回
使

っ
た

ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。
捨
て
る
と
き
は
、

流
し
に
捨
て
ず
に
、
紙
や
布
に
し
み
こ

ま
せ
て
捨
て
る
、
土
に
穴
を
掘

っ
て
埋

め
る
な
ど
排
水
管
や
汚
水
処
理
施
設
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

3

0
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河
川
な
ど
の
汚
れ
を
防
ぎ
、
省
資
源

に
も
結
ぴ
つ
く
上
手
な
油
の
使
い
方
は

料
理
を
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン

ト
の

一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



f 
3月15白
磁スト ップザスパイクタイ

ヤ/
粉じん公害や道路の損傷で問題に

なっているスパイクタイヤですが、

富山県でも今年から、指導要綱を作っ

て、使用自粛運動を展開しています。

自粛期間は、毎年 3月15日から12

月10日まで。ただし降積雪の状況に

よっては、弾力的な自粛の呼びかけ

を行うことにしています。

3月17日
護軍富山中部スーパー農道、新保

大橋完成

4年の歳月をかけて建設されてい

た新保大橋が完成、 i度り初めが行わ

れました。この大橋は、富山市新保

と婦中町青島を結ぶ長さ 400メート

ル、幅10メートル、広域農道整備の

一環として建設きれたもの。

神通川に架かる橋

としては下流から数

えて 7本日で、東西

交通の渋帯緩和が期

待されています。

このH、県知事、

関係市町の首長らの

手によるテープカッ

トのあと、地元住民

カ王渡り初めをして、

橋の完成を祝いまし

た。

試験合格者の発表が、 43校 2分校で

一斉に行われました。

総募集定員l万2，322人に対し、 一

般選抜合格者は1万2、108人、推薦入

学者は193人で、あわせて1万2，301人

に嬉しい春が訪れました。

V ぼくの名前、あった/

新保穴 橋漉橋武

3月18日
麗空の高速時代に突入

富山空港が装いも新たに開港し、

ジェット機が就航しました。これで

富山・ 東京聞がこれまでの約半分の

1時間に短縮され、東京がぐんと近

くなりました。 (詳しくは本誌 4月

号をご覧ください。)

3月19B
~15の春笑顔の12 ， 301 人

県立高校全日制の昭和59年度入学

...新保大橋竣工式テープ力、ソ卜

3月23日
麗昭和59年度予算成立

2月29i=lから聞かれていた 2月定

例県議会は、最終日本会議を再開し

て、昭和59年度県ーー般会計予算案な

ど82議案全てと、豪雪対策の推進な

ど5つの意見書を可決、成立させま

した。

また、射水郡選出の炭谷外治郎氏

を新議長に選ぴ、 24円問の会期を終

了しました。

23  

3月24日
麗富山テクノポ リス開発計画、

承認

通産省は、テクノポリスの初めて

の開発計画承認地域として、富山な

ど9地域を正式決定しました。

富山県からは、長島副知事が上京

. l' I f:_ し、通産省立地公

害局長から承認書

を受け取りました。

これを契機に富山

県産業の高度技術

化施策を強力に推

進していかなけれ

ばなりません。

(本文6、7ページを

御参照ください。)

公社では、5カ年計画で滑川市内に

栽培漁業の拠点として栽培センター

を建設するほか、全国で初めて定地

網保険に加入して、原因不明の漁網

被害の救済を図るなど、沿岸漁業の

振興の推進役を果すことになります0

4月6日
~春の交通安全運動スタート

「みんなですすめる交通安全」をス

ローガンに、春の交通安全運動が15

日までの10日にわたりくりひろげら

れました。今年の重点目標は、①子

供と高齢者の事故防止 ②飲酒暴走

運転の防止 ③二輪車の事故防止

④シー トベル ト着用の推進。初円に

は県内各地で多彩な行事が行われ、県

民に交通マナーの向上を訴えました。

3月26日
麗置県100年記

念財団発足

官民一体となって明日の富山を拓

く人づくりに役立てようと、置県100

年記念財団が設立されました。財団

の基本財産は、昨年の置県 100年記

念事業に民聞から寄付された浄財を

もとに、県の出資と民間企業などか

らの寄付をあわせた 2億74万円の基

金です。この基金は、学術研究、文

化、スポーツなどの分野で優れた業

績をあげた人や同体の援助、人材養

成に関する調査 ・研究、基金増額の

ための募金活動などに活用されます。

4 
板置
を県
掲百
げ年
る記
原念
谷財
理団
事の
長看

4月7日
麗花時計再び時を刻み始める

県庁前の花時計が装いも新たに、

再ぴ動き始めました。 (詳しくは本

文 5ページをご覧ください。)

4月10・11白
星電今年もまちまわり始まる

県民の生の声を聞き、県民に聞か

れた県政を実現しようと、今年も知

事と語るつどい、まちまわりが始ま

りました。

初日は城端町と井口村で、 2日目

は婦中町と 山田村で行われ、地元の

誇る産業や施設、改良を必要とする

箇所などを視察しました。

また知事と語るつどいには、各会

場とも大勢の住民のみなさんが参加

され、熱心な意見 ・提言が多数発表

されました。

~県沿岸漁業振興公社設立
獲る漁業から育てる油、業へO 栽培

漁業を積極的にすすめるため、県、

沿岸市町、漁業団体を構成員とする

県沿岸漁業振興公社が発足しました。

3月16日'-4月15日
4

司
あ
な
だ
も
わ
だ
し
も
受
通
安
全

4月12白
磁婦人週間のつどい

今年は「国|際婦人の10年」最終年に

あたりますが、「あらゆる分野への男

女の共同参加」をテーマに、 富山県

婦人週間のつどいが開催されました。

男女の共同参加について男の本音

と女の本音をぶつけあう公開討論会、

「女性と自立」と題したテレビプロ

デ〉ーサ一石井ふく子さんの講演な

|…れ会一た 1.200人
の婦人達は、熱心に耳をかたむけて

いました。

企婦人週間のつどい公開討論会

2
 

2
 



.理容師、美容師試験の実施

59年度第 1回の理容師、美容師試験を下記のとおり実施します。

(1)試験日 学科試験 6月11日

実地試験 7月 2日

5 月 11 日 ~ 5 月 25 日

県内在住者は所轄保健所へ、県外在住者は県環境衛

生課へ。

詳しくは、最寄りの保健所又は県環境衛生課(包0764(31) 4111) 

までお問い合わせください。

(2)受付期間

(3)願書提出先

.婦人大学校受講生募集

県内在住の婦人を対象として、富山県婦人大学校を開設します。

ただ今、受講生を募集しています。多数応募されるようおすすめし

ます。

(1)定員約150名

(2) 受講料 無 料

(3) 申込方法 往復葉書に、住所、氏名、年令、職業、電話番号を

記入の上、県婦人青少年課あて申し込んでください。

(4) しめきり 5月15R (火)

なお、詳しくは県婦人青少年謀(宮0764(31) 4111)までお問い合わ

せくださし、。

持彦王国
忍やま

ご
存
知
で
す
か
。
こ
の
愉
快
な
ひ

ょ
う
た
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
輸

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
。

十
五
年
前
、
休
耕
田
の
活
用
か
ら

始
ま
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
が
、
今

で
は
全
国
の
デ
パ
ー
ト
、
神
社
、
み

や
げ
品
庖
の
庖
頭
に
並
ぶ
商
品
に
な

り
ま
し
た
。
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手日 婦人と生きがい富山医制薬制大佐学学長
6月3日(日) 々 学

年金制度の行方 NHK解説委員
原因 暁

?日 園連婦人の1附意義 国連婦人の地位縫委員会回臼本目委撃員
7月1日(日) 子

婦人と家庭生活 北陸婦人問題研政究所評議員
俊子

第日3 老後 と 余暇 日本社会事業大泊学教綬
8月12日(日) 内芳子

家族と 健康 小矢部保健所長
若尾光枝

第日4 富山県の老人施策 県社会渇祉課長
9月2日(日) 井田正雄

男女雇用平等法の行方 前労働省婦人少年局長
高橋久子

~81 9月30日(日)婦人問題はいま 松阪大学教授 加藤 富 子

ア
イ
デ
ア
で
勝
負

月日曜 場 F時 自害 関 F.l88霊 場 所 8守 間

5/2(村 福岡町駅前 10:00-15:30 5/1究本)井波町福祉会館前 10:00-15:30 

5ω 富山駅前 10:00-16:0。川土)ljjj波市ジャスコ前 10: 00-15: 30 

5ω 高岡駅前 10: 00-15: 30 19:士)富山駅前 10:00-16:00 
6 (8) 上市町中央公民館前 10:00-15:30 2(X8) 富山市中央通り 10:00-16:00 

7腕) 福光町福祉会館前 10:00-15:30 2民刈 婦中町役場前 10: 00-15: 30 

101利 小矢部市役所前 10:00-15:30 24(.本)朝日町役場前 10:00-15:30 

1批)富山駅前 10:00-16:00 2臥士)富山駅前 10:00-16:0。
12凶 高岡駅前 10:00-15:30 2fX土)高岡駅前 10:00-15:30 
13(8) 富山西武前 10:00-16:00 2究日)高岡駅前 10:00-15:30 

16(*1 滑川市役所前 10:00-15: 30 3α*1 平村診療所前 10:00-15:30 

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高間21-9411

富山市新総崩輪1-7(県J'T内)
宮富山31-41l1G内

31-3131(県民電話)

魚津新宿10-7(総合庁舎内)
宮魚津24-5311

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
官砺波33-5151

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民

.富山県優良宅地取得資金融資開始

富山県では、今年度から次のとおり宅地取得のための資金融資を

始めますので、ご活用くださし、。

(1)融資対象者 県又は県住宅供給公社が造成した住宅同地の宅地を

購入する個人

(2)融資条件融資額 200万円

利率 年 6~~

償還期限 10年以内

詳しいことは、富山県住宅供給公社 (含0764(41) 6166)へお問い

合わせください。

.富山県住みよい家づくリ資金の枠拡大

富山県住みよい家づくり資金の融資限度額が増えました。

新築の場合、 240万円が280万円に

増改築の場合、 150万円が200万円に

詳しいことは、富山県土木部建築住宅課(含0764(31) 4111) まで

お問い合わせくださし、。

・ 太閤山住宅団地宅地分譲

富山県では、次のとおり太閤山団地の宅地分譲を行っています。

(1)住宅用地 48宅地

249~432平方 fz

(2)分譲価格 l平方fz当り 38，600円

なお、企業向けの中層住宅用地や商業等の業務施設用地も常時受

け付ーけています。

詳しいことは、太閉山住宅団地建設事務所 (ft0766(56) 0221)ま

でお問し、合わせください。

立
山
ひ

取
引
量
は
現
在
、
年
間
約
二
十
三

万
個
、

一
個
三
百
円
か
ら
高
級
品
で

は
八
万
円
ま
で
、
富
山
の
特
産
品
と

し
て
「
立
山
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
名
は

企ひょうたんの加工作業中の高村さん

海
外
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ひ
ょ
う
た
ん
は
、
そ
の
豊
か
な
形

か
ら
縁
起
物
や
茶
道
具
と
し
て
、
ま

た
軽
量
で
腐
蝕
し
に
く
い
こ
と
か
ら

天
然
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
古
く
か

ら
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
昔
か
ら
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
現

代
の
商
品
と
す
る
た
め
に
は
、
新
技

術
の
開
発
、
品
種
改
良
、
栽
培
管
理
、

販
路
開
拓
な
ど
数
多
く
の
努
力
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ

め

例
え
ば
光
樹
脂
に
よ
る
柾
目
刻
り
、

ど
ん
な
曲
面
で
も
で
き
る
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
印
刷
な
ど
新
し
い
技
術
と
、
漆

塗
や
際
航
細
工
な
ど
伝
統
技
法
と
の

ド
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
ひ
ょ
う
た
ん

一

つ
に
も
、
ア
イ
デ
ア
と
あ
ら
ゆ
る
技

術
が
結
集
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

今
、
売
り
出
し
中
の
新
製
品
は
、

光
や
音
に
感
知
し
て
歌
う
ひ
ょ
う
た

ん
、
手
描
き
の
絵
付
け
の
イ
ン
テ
リ

ア
ひ
ょ
う
た
ん
、
そ
し
て
健
康
食
品

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ひ
ょ
う
た
ん
等
々
。

こ
れ
か
ら
の
立
山
ひ
ょ
う
た
ん
の

課
題
を
、
立
山
ひ
ょ
う
た
ん
社
の
高

村
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
量
産
化
、
高
級
品
化
、
多
用
途
化
、

国
際
化
。
そ
し
て
老
人
や
障
害
者
の

方
た
ち
へ
の
仕
事
場
の
提
供
で
す
己

富
山
県
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と

知
恵
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
味
や
香

り
、
み
が
か
れ
た
技
と
伝
統
に
培
わ

れ
た
産
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
産
物
の
う
ち

六
十
二
品
目
を
選
ぴ
、
富
山
県
を
代

表
す
る
特
産
物
に
育
成
し
、
日
本

一

の
「
特
産
王
国
と
や
ま
」
の
実
現
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
こ
れ
ら
の

特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

川村川村川*県広報はあなたと県を結ぶパイプ役川村川村村女
食 会* 富山県では、この「県広報とやま」のほかテレビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹 安

食 介や暮しの情報を提供しています。 ヲK

* 〈デレヒ1広報> <新聞広報? 4町* KNB 1こんにちは富山県で‘すJ 0北 日本、富山、 読売、 北陸中日 食

* 毎週日曜日午前 8 時~ 8 時30分 毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」 宮崎

* 富・ILiテレビ 1110万人のひろば 毎月最終土曜日「みんなの県政」 : 

* 一一一クイズ/ フォーカスイン一一一J 0朝日、毎日 女

* 毎週日曜日午前 9 時~ 9 時30分 毎月第 2、最終土曜日「県からのお知らせJ * 
* * *食食食***~町食吹台吹台合唱町食*~町食食食食*~町食食合唱町*~町食***~町食食*~町食食*~町*~町食 4町食合唱町食
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